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プ
ロ

パ
テ

ィ
 

座
標

ア
シ

ス
ト

 

選
択

し
た

図
形

の
属

性
が

表
⽰

さ
れ

、
変

更
が

で
き

ま
す

。
 

作
図

時
ま

た
は

編
集

時
に

カ
ー

ソ
ル

を
図

形
に

近
づ

け
る

と
「

交
」

「
端

」
な

ど
の

⽂
字

が
表

⽰
さ

れ
ま

す
。

 
そ

れ
ら

が
表

⽰
さ

れ
て

い
る

と
き

に
左

ク
リ

ッ
ク

す
る

こ
と

で
、

図
形

の
交

点
や

端
点

な
ど

を
正

確
に

指
⽰

で
き

ま
す

。
 

  
 

 
× 中
心

×
 

× 端
 

上
 

交
 

中
 

×

×

図
形

を
選

択
し

過
ぎ

て
し

ま
っ

た
ら

・
・

・
 

コ
マ

ン
ド

プ
ロ

パ
テ

ィ
 

⾊
・

線
種

・
線

幅
 

コ
マ

ン
ド

プ
ロ

パ
テ

ィ
で

コ
マ

ン
ド

の
設

定
が

で
き

ま
す

。
 

図
形

ス
タ

イ
ル

か
ら

⾊
・

線
種

・
線

幅
を

選
択

し
ま

す
。 

図
形

の
編

集
 

キ
リ

ト
リ

 図
形

の
削

除
や

⾊
・

線
種

の
変

更
な

ど
、

編
集

作
業

を
⾏

う
前

に
は

[Ｅ
ｓ
ｃ
]キ

ー
を

押
し

て
コ

マ
ン

ド
キ

ャ
ン

セ
ル

が
必

要
で

す
。

 
 コ

マ
ン

ド
キ

ャ
ン

セ
ル

を
す

る
と

…
 

・
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
ポ

イ
ン

ト
で

の
編

集
が

可
能

 
・

右
ク

リ
ッ

ク
シ

ョ
ー

ト
カ

ッ
ト

か
ら

の
編

集
が

可
能

 
・

⽂
字

ダ
ブ

ル
ク

リ
ッ

ク
で

の
編

集
が

可
能

 
選

択
を

解
除

す
る

場
合

も
[Ｅ

ｓ
ｃ
]キ

ー
を

押
し

ま
す

。
 

図
⾯

の
拡

⼤
／

縮
⼩

 

マ
ウ

ス
ホ

イ
ー

ル
を

回
転

す
る

と
画

⾯
の

拡
⼤

／
縮

⼩
が

で
き

ま
す

。
 

   マ
ウ

ス
ホ

イ
ー

ル
を

押
し

た
ま

ま
マ

ウ
ス

を
動

か
す

と
 

「
⼿

の
ひ

ら
カ

ー
ソ

ル
」

と
な

り
、

 
画

⾯
が

移
動

で
き

ま
す

。
 

  ま
た

、
[E

n
d
]キ

ー
を

押
す

と
基

準
ス

ケ
ー

ル
で

の
表

示
、

[H
o
m

e
]キ

ー
を

押
す

と
全

体
表

示
と

な
り

ま
す

。
 

 [
S
h
if

t]
キ

ー
を

押
し

な
が

ら
、

選
択

さ
れ

て
い

る
図

形
を

ク
リ

ッ
ク

す
る

と
、

選
択

の
除

外
が

で
き

ま
す

。
 

作
図

時
・

編
集

時
の

距
離

と
⾓

度

「
補

正
」

欄
の

O
N/

O
FF

で
⾓

度
と

距
離

の
補

正
が

で
き

ま
す

。
 

[ 
  

 ]
ボ

タ
ン

ま
た

は
[ 

  
 ]

ボ
タ

ン
を

ク
リ

ッ
ク

し
て

、
O

N
と

O
FF

を
切

替
え

ま
す

。

カ
ー

ソ
ル

の
位

置
を

中
心

に
拡

大
／

縮
小

し
ま

す
。

 

カ
ー

ソ
ル

近
く

に
表

⽰
さ

れ
る

 
補

正
さ

れ
た

⾓
度

や
距

離
の

値
を

⾒
な

が
ら

 
作

図
・

編
集

で
き

ま
す

.

 [
S
h
if

t]
キ

ー



 
 

 
 

 
 

 
 

  

キ
ー

ボ
ー

ド
か

ら
直

接
距

離
を

⼊
⼒

し
て

、
作

図
・

編
集

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

 
例

え
ば

、
[線

]コ
マ

ン
ド

で
距

離
を

⼊
⼒

し
ま

す
. 

①
[線

]コ
マ

ン
ド

を
実

⾏
し

ま
す

。
 

②
始

点
（

１
点

⽬
）

を
ク

リ
ッ

ク
し

ま
す

。
 

③
カ

ー
ソ

ル
を

作
図

⽅
向

に
移

動
し

ま
す

. 
③

距
離

を
入

力
し

、
[Enter]キ

ー
を

押
し

ま
す

。
 

 右
方

向
へ

５
０

０
の

線
の

作
図

 

 
 

   
   左

方
向

へ
５

０
０

の
線

の
作

図
 

    上
方

向
へ

５
０

０
の

線
の

作
図

 

      下
方

向
へ

５
０

０
の

線
の

作
図

 

     ⾓
度

補
正

が
O

FF
の

場
合

は
、

90
度

単
位

で
⽅

向
を

決
定

し
ま

す
。

 

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

ポ
イ

ン
ト

で
移

動
・

複
写

 
コ

マ
ン

ド
キ

ャ
ン

セ
ル

の
状

態
で

図
形

を
選

択
す

る
と

 
■

や
▲

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
ポ

イ
ン

トが
表

⽰
さ

れ
ま

す
。

 
  

■
ク

リ
ッ

ク
で

移
動

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
◎

ク
リ

ッ
ク

で
回

転
 

  
■

が
表

⽰
さ

れ
て

い
る

状
態

で
[C

tr
l]キ

ー

を
押

す
と

●
が

表
⽰

さ
れ

ま
す

。
          

 ●
ク

リ
ッ

ク
で

複
写

 
 ▲

ク
リ

ッ
ク

で
変

形
 

   
領

域
選

択
 

領
域

で
図

形
を

選
択

す
る

と
き

、
指

⽰
す

る
⽅

向
で

選
択

で
き

る
図

形
が

変
わ

り
ま

す
。

 
[P

A
R
T
_IN

]             
[A

L
L
_IN

] 

指
⽰

し
た

領
域

内
に

⼀
部

 
で

も
図

形
が

⼊
っ

て
い

れ
 

ば
選

択
可

能
。

 
広

範
囲

の
選

択
に

便
利

で
 

す
。

 

指
⽰

し
た

領
域

内
に

図
形

の
全

部
が

⼊
ら

な
い

と
選

択
し

ま
せ

ん
。

 
細

か
い

範
囲

の
選

択
に

便
利

で
す

。
 

×
×

 

基
準

点
の

変
更

⽅
法

基
準

と
な

る
図

形
や

通
り

芯
か

ら
、

補
助

線
を

作
図

せ
ず

に
配

置
位

置
を

指
⽰

し
ま

す
。

 
①

[Shift]キ
ー

を
押

し
な

が
ら

、基
準

点
を

ク
リ

ッ
ク

し
ま

す
。

 
②

機
器

を
配

置
す

る
⽅

向
に

カ
ー

ソ
ル

を
移

動
し

ま
す

。
 

③
距

離
を

入
力

し
ま

す
。

座
標

⼊
⼒

 

ワ
ー

プ
 

 図
⾯

上
の

図
形

か
ら

直
接

コ
マ

ン
ド

を
起

動
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
属

性
だ

け
で

は
な

く
、

線
種

や
⾊

の
設

定
も

反
映

し
ま

す
。

 
    配

管
上

で
右

ク
リ

ッ
ク

し
て

ワ
ー

プ
を

選
択

す
る

と
「

配
管

コ
マ

ン
ド

」
が

起
動

し
ま

す
。

 
   ⽂

字
や

線
分

な
ど

そ
れ

ぞ
れ

の
属

性
に

よ
っ

て
コ

マ
ン

ド
が

起
動

し
ま

す
。

 

×
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1．ファイル操作 
 

 

 

① [ファイル]-[新規作成]コマンドを実行します。 

② 「種類」を選択します。 

③ 「作図スケール」をキー入力します。 

④ [OK]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① [ファイル]-[図面情報]コマンドを実行します。 

② 「種類」を選択します。 

③ 「作図スケール」をキー入力します。 

④ [OK]ボタンをクリックします。 

① 

④ 

種類と作図スケールを変更したいときは・・・

② 
③ 

新規ファイルを開く  
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① [ファイル]-[開く…]コマンドを実行します。 

②  左側の階層表示より、ファイルを保存してあるフォルダを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ファイル名を選択します。 

④ [開く]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

  

② 

① 

③ 

④ 

既存ファイルを開く  
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① 「保存する場所」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 「ファイル名」をキー入力します。 

③ 「ファイルの種類」を選択します。 

④ 「バージョン」を選択します。 

⑤ [保存]ボタンをクリックします。 

 

 

 

① [ファイル]-[名前をつけて保存…]コマンドを実行します。 

② 「保存する場所」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 「ファイル名」をキー入力します。 

④ [保存]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 

② 

他の形式でファイルを保存したいときは・・・ 

ファイルの保存  

② 
③ 

④ 

① 

③ 

④ ⑤ 
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① 「保存する場所」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 「ファイル名」をキー入力します。 

③ 「ファイルの種類」を選択します。 

④ 「バージョン」を選択します。 

⑤ [保存]ボタンをクリックします。 

 

 

 

① [ファイル]-[名前をつけて保存…]コマンドを実行します。 

② 「保存する場所」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 「ファイル名」をキー入力します。 

④ [保存]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 

② 

他の形式でファイルを保存したいときは・・・ 

ファイルの保存  

② 
③ 

④ 

① 

③ 

④ ⑤ 
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ツールバーの「角度補正」[    ]ボタンまたは[    ]ボタンをクリックして、ON と OFF を切替えま
す。ON の場合、補正欄に数値が入ります。（初期値は「30 ４５」と入ります。） 

 

これは、この数値の角度で補正するという意味です。「角度補正」を ON にすることで水平・垂直な

どの線を描くことができます。 

2．基本作図 
線や文字などの基本図形を作図します。 

 

 

 

① [基本作図]タブをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② [線]コマンドを実行します。 

③ 始点を左クリックします。 

④ 終点を左クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① ② ③ 

① ツールバーからこれから作図する色を選択します。 

② ツールバーからこれから作図する線種を選択します。 

③ ツールバーからこれから作図する線幅を選択します。 

④ 

まっすぐな線を描くには・・・ 

色・線種・線幅の設定 

× 

③ ×

① 

② 

線の作図  
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補助線を移動・複写や削除などの操作をする場合は、コマンドプロパティの「補助線含む」を「On」

に設定します。 

（[On／Off]ボタンをクリックすると色が変わります。 

Oｎの場合 ⇒ [    ] 、Off の場合 ⇒ [    ] ） 

 

 

 

① [基本作図]タブをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② [補助平行線]-[補助線]コマンドを実行します。 

③ 始点を左クリックします。 

④ 終点を左クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

補助線の作図  

① 

補助線は、印刷されない線です。機器や配管を配置するための目安として使用します。 

③ 

② 

④ 

補助線とは・・・ 

補助線の操作 

× ×
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一つ前の状態に戻る場合は、[   ]ボタンをクリックします。コマンドは、キャンセルされません。

 

戻りすぎてしまった場合は、[   ]ボタンをクリックします。 

 

[Ctrl]キー+[Z]キー、または[BackSpace]キーでも一つ前の状態に戻せます。 

 

 

 

① [基本作図]タブをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② [連続線]コマンドを実行します。 

③ 始点を左クリックします。 

④ 次点、次点…と左クリックします。 

⑤ 終点を左クリックします。 

⑥ 右クリックで確定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

③ ④ 

④ 
⑤ 

② 

① 

補助線の作図 

戻る・進む 

連続線や中心線を補助線で作図する場合は、各コマンドのコマンドプロパティの「補助線」を「On」

に設定します。 

（[On／Off]ボタンをクリックすると色が変わります。 

Oｎの場合 ⇒ [    ] 、Off の場合 ⇒ [    ] ） 

連続線の作図  

× ×

× × 
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相対座標入力とは、直前の点を基準点（X,Y=0,0）とし、その基準点からの距離を入力します。 

カーソルの位置で方向を指示し、距離をキー入力します。 

（角度補正が OFF の場合は、９０度単位で方向を決定します。） 

 

例えば、右へ５００移動する場合 

カーソルを右側に移動し、「５００」とキー入力 

 

 

 

左へ５００移動する場合 

カーソルを左側に移動し、「５００」とキー入力 

 

 

上へ５００移動する場合 

カーソルを上側に移動し、「５００」とキー入力 

 

 

 

 

 

下へ５００移動する場合 

カーソルを下側に移動し、「５００」とキー入力 

 

 

 

 

距離の入力方法 
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作図時または編集時にカーソルを図形に近づけると「交」「端」などの文字が表示されます。 

それらが表示されている時に左クリックすることで、図形の交点や端点などを正確に取ることができ

ます。 

上…図上点 中…中点 端…端点 交…交点 中心…中心点 続…接続点 

 

 

 

① [基本作図]タブをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② [矩形]コマンドを実行します。 

③ 矩形を配置する頂点を左クリックします。 

④ 対角頂点を左クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

③ 

端 
上 

続 

② 

④ 

交 

中 
中心

① 

矩形の作図  

アシスト表示 

× 

×

× 
× 

× ×
×

×
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① [基本作図]タブをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② [平行線]コマンドを実行します。 

③ 基準線を左クリックします。 

④ 基準線からの距離をキー入力します。 

  ※ コマンドプロパティの「距離」に自動的に数値が入力されます。 

⑤ 配置方向を左クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

平行線を補助線で作図する場合は、[補助平行線]コマンドを実行します。 

③ 

① 

② 

④ 

⑤ 

平行線の作図  

補助線で平行線の作図 

××
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① [平行線]コマンドを実行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② コマンドプロパティの「両端を指示」を「On」に設定します。 

（[On／Off]ボタンをクリックします。） 

③ 基準線を左クリックします。 

④ 基準線からの距離をキー入力します。 

  ※ コマンドプロパティの「距離」に自動的に数値が入力されます。 

⑤ 配置方向（始点）を左クリックします。 

⑥ 終点を左クリックします。 

既存の２線間を２分割する線分を配置する場合は、[中心線]コマンドを実行します。 

① [中心線]コマンドを実行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② １本目の線を左クリックします。 

③ ２本目の線を左クリックします。 

④ 始点を左クリックします。 

⑤ 終点を左クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基準線と違う長さにする場合は・・・ 

③ 

⑤ 

⑥ 

② 
④ 

① 

①

② ③

④

⑤

2 線間を 2 分割する場合は・・・ 

× × 

×

×

×

×

×
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マウスの右ボタンをクリックするだけで、作図、編集、選択の確定操作が行えます。 

設定を変更する場合は、[設定]タブの[環境設定]-[環境設定]で行います。 

 

 

 

 

 

「常にショートカットメニューを表示」 

右クリックして表示したショートカット 

メニューから「確定」「ピック確定」を 

選択します。 

 

「下に図形がない場合は確定」 

右クリックしたところに図形がない場合に、 

右クリックだけで「確定」「ピック確定」を 

行います。 

 

「常に確定」 

無条件で右クリックだけで「確定」 

「ピック確定」を行います。 

 

 

 

① [基本作図]タブをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② [削除]コマンドを実行します。 

③ 削除する図形を左クリックします。 

④ 削除する図形が複数ある場合は、続けて左クリックします。 

⑤ 右クリックで確定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

右クリックで確定 

② 

削除  

① 

③ 
×
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編集する図形が複数ある場合は、四角形で囲むように対角線上の２点を左クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対角線上を左クリックする際に、カーソル付近に「ALL_IN」または「PART_IN」が表示されます。

「ALL_IN」または「PART_IN」は「左上」→「右下」または「左下」→「右上」の順にクリックす

るか、「右上」→「左下」または「右下」→「左上」の順にクリックするかで切り替わります。 

「ALL_IN」 

対角線上の２点を指示して作成する領域内に、図形の全体が含ま 

れている場合に選択します。枠からはみだしている部分がある図 

形は選択状態にはなりません。 

 

「PART_IN」 

対角線上の２点を指示して作成する領域内に、図形の全体または 

一部が含まれている場合に選択します。 

 

 

画面下側の「選択種類」が「単独」となっている場合は、領域選択できません。「単独」をクリック

し、「自動-PART_IN」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

領域選択 

ALL_IN

PART_IN 

×

× 

図形を選択しすぎてしまったら、[Shift]キーを押しながら選択されている図形を左クリックすると、

選択の除外ができます。 

選択の除外 
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① [基本作図]タブをクリックします。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② [文字]コマンドを実行します。 

③ コマンドプロパティの「文字高さ」に文字の高さを設定します。 

④ コマンドプロパティの「フォント」から文字のフォントを選択します。 

⑤ 文字列をキー入力します。 

⑥ 文字を配置する位置で左クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図面内の図形と同じコマンド、属性（色、線種、線幅、レイヤ）ですぐに作図ができます。 

文字の上で右クリックして[ワープ]を選択すると[文字]コマンドが起動します。 

線分や配管など、それぞれの属性によってコマンドが起動します。 

文字の高さは、印刷したときの実寸（mm）を入力します。 

① 

文字の高さ 

② 

⑤ 

④ 

⑥ 

ワープ 

③ 

文字の作図  

× 
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縦書き文字を配置する場合は、コマンドプロパティの「縦書き」を「On」に設定します。 

（[On/Off]ボタンをクリックします。） 

★ 縦書きの注意点 ★ 

文字列内に「」（かぎ括弧）、－（長音）などがある場合は、フォントの頭に＠（アットマーク）が

付いたフォントを選択します。（例えば『＠ＭＳゴシック』など）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

文字の修正 

コマンドキャンセルの状態で文字をダブルクリックすると、文字のダイアログが表示され文字の修正

ができます。 

縦書きの文字 
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コマンドプロパティの「モード」から「直線」を選択すると、水平方向・垂直方向両方の寸法線を 

配置できます。 

「傾き」の[０/９０]ボタンをクリックして、水平方向なら「０」、垂直方向なら「９０」に設定する

と指示しやすくなります。 

 

 

 

① [基本作図]タブをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② [寸法線]コマンドを実行します。 

③ コマンドプロパティの「モード」から「直線」を選択します。 

④ 始点を左クリックします。 

⑤ 終点を左クリックします。 

⑥ 仮表示で寸法線の配置位置を確認して、左クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

④ ⑤ 

⑥ 

① 

② 

寸法線の作図  

③ 

直線寸法線 

×

××



                                                                    基礎編 

- 16 - 

 

寸法線は配置せずに、指示した２点間の距離を測ります。 

① [基本作図]タブをクリックします。 

② [２点間距離]コマンドを実行します。 

③ 距離を確認する始点を左クリックします。 

④ 終点を左クリックします。 

斜めの 2 点をクリックした場合は、 

 距離：指示した 2 点間の距離 

 角度：2 点間の角度 

 △X：X 軸方向（横方向）の距離 

 △Y：Y 軸方向（縦方向）の距離 

 

 

 

① [基本作図]タブをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② [寸法線]コマンドを実行します。 

③ コマンドプロパティの「モード」から「直線」を選択します。 

④ コマンドプロパティの「連続」を「On」に設定します。 

（[On/Off]ボタンをクリックします。） 

⑤ 始点を左クリックします。 

⑥ 次点、次点…と左クリックします。 

⑦ 終点を左クリックします。 

⑧ 右クリックで確定します。 

⑨ 仮表示で寸法線の配置位置を確認して、左クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

④ 

⑥ ⑥ 
⑤ ⑦ 

⑨ 

① 

② 

連続寸法線の作図  

③ 

2 点間距離 

× 

× ×××
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寸法線についての詳細な設定は、[寸法線設定]ボタンをクリックして「寸法線設定」ダイアログで行い

ます。設定を変更した後に配置した寸法線に対して、設定が反映されます。 

補助線１の基点（前頁⑤）と補助線２の基点（前頁⑥）が、水平または垂直以外の場合は、⑤からの操

作手順が異なります。 

⑤ 始点を左クリックします。 

⑥ 次点を左クリックします。 

⑦ 表示方向の矢印を確認して、左クリックします。 

⑧ 次点を左クリックします。 

⑨ 終点を左クリックします。 

⑩ 右クリックで確定します。 

⑪ 仮表示で寸法線の配置位置を確認して、左クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑤ 

⑨ 

⑥ 

方向指示 

⑧ 

⑪ ⑦ 

寸法線設定 

× ×

×

× ×

×



                                                                    基礎編 

- 18 - 

 

 

 

 

① [基本作図]タブをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② [移動]または[複写]コマンドを実行します。 

③ 移動または複写する図形を選択します。 

④ 右クリックで確定します。 

⑤ 基点を左クリックします。 

⑥ 移動先または複写先で左クリックします。 

⑦ [Esc]キーを押してコマンドをキャンセルします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 

③ 

⑥ 

⑤ 

② 

移動・複写  

× 

×

コマンドキャンセルの状態で図形を選択すると、ミニツールバーが表示されます。このミニツールバー

のボタンで[移動][複写][削除]が可能です。 

例えば[移動]の場合・・・ 

① コマンドキャンセルの状態にします。         [移動][複写][削除] 

② 移動する図形を選択します。 

③ ミニツールバーの[移動]ボタンをクリックします。 

④ 基点を左クリックします。 

⑤ 移動先で左クリックします。 

ミニツールバー 

コマンド終了時に「コマンドキャンセル」の状態（コマンドがなにも実行されていない状態）にします。

また、図形の選択を解除する時には「ピックキャンセル」をします。 

次の中から操作します。 

・[Esc]キーを押す 

・右クリックしてショートカットから「コマンドキャンセル」 

（または「ピックキャンセル」）を選択 

・マウスホイールを押す 

・ミニツールバーの[Esc]ボタンをクリック 

キャンセル操作 

※ 平行線、補助平行線コマンドを実行した場合は、右クリックで「連続」の動作となります。 

[ESC]キーを押すか、マウスホイールを押してコマンドキャンセルしてください。 
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色・線種・線幅の変更 

コマンドキャンセルの状態で図形をクリックすると、ツールバーの「図形スタイル」にはその図形の

色・線種・線幅が、プロパティにはその図形の詳細が表示されます。 

ツールバーやプロパティの内容を変更すると、簡単に図形の変更が可能です。 



                                                                    基礎編 

- 20 - 

 

3．画面の拡大・縮小 
マウスホイールを使用して、画面の拡大・縮小を行います。 

 

 

 

① 拡大する中心に十字カーソルを合わせます。 

② マウスホイールを前に回転します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 縮小する中心に十字カーソルを合わせます。 

② マウスホイールを後ろに回転します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

拡大表示  

縮小表示  

[Home]キー 全体表示      図形が描かれている作業領域全体が見えるように表示します。 

[End]キー  基準スケール表示  用紙の目安全体が見えるように表示します。 

マウスホイールを押し続けると、画面を自由に移動できます。 

キーボード操作 

手のひらスクロール
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4．レイヤについて 
ファイルは、透明な紙を何枚も重ねて表示していると思ってください。 

その一枚一枚の透明な紙をレイヤと考えます。 

それぞれのレイヤに図形を作図して、レイヤごとの表示・非表示や編集可・編集不可の制御ができます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[詳細]ボタンをクリックして「レイヤ詳細」を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

FILDER CeeD では、書込みレイヤを“カレントレイヤ”と呼びます。 

ツールバーのレイヤ欄からカレントにするレイヤを選択します。 

または、レイヤ詳細からカレントにするレイヤの「図形アリ」欄をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

レイヤ詳細  

カレントレイヤ  



                                                                    基礎編 

- 22 - 

 

 

 

 

ツールバーのレイヤ欄から表示・非表示を切替えるレイヤの [  ]ボタンをクリックします。 

（ボタンをクリックすると色が変わります。 表示の場合 ⇒ [  ] 、非表示の場合 ⇒ [  ] ） 

または、レイヤ詳細から表示・非表示を切替えるレイヤの「表示」欄をクリックします。 

（表示の場合 ⇒ [ 〇 ] 、非表示の場合 ⇒ [ × ] ） 

※ カレントレイヤの表示状態は変更できません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ツールバーのレイヤ欄から編集可・不可を切替えるレイヤの [  ]ボタンをクリックします。 

（ボタンをクリックすると色が変わります。 編集可の場合 ⇒ [  ] 、不可の場合 ⇒ [  ] ） 

または、レイヤ詳細から編集可・不可を切替えるレイヤの「編集」欄をクリックします。 

（編集可の場合 ⇒ [ 〇 ] 、不可の場合 ⇒ [ × ] ） 

※ カレントレイヤの編集状態は変更できません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

編集可・不可の切替え  

表示・非表示の切替え  
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① レイヤ詳細の[新規追加]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② レイヤ名称をキー入力します。 

③ [はい]ボタンをクリックします。 

④ [OK]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

① コマンドキャンセルの状態で、レイヤを移動する図形を選択します。 

② ツールバーのレイヤ欄から移動先のレイヤを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

④ 

② 

① 

レイヤ移動  

③ 

② 

レイヤ新規作成  
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「レイヤ振り分けモード」を「モード２（配管、ダクト用途名称と同名のレイヤに作成）」に設定している

と、配管やダクトを作図する場合、用途名称と同名のレイヤが自動的に作成され、以後そのレイヤに自動的

に作図されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボタンタイプレイヤ制御を利用して、カレントレイヤの切替え、表示非表示の切替えをします。 

[表示]タブの[ボタンタイプレイヤ制御]-[ツールバータイプ]を選択し、レイヤバーを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

番号上で左クリックすると、カレントレイヤとなります。 

 

番号上で右クリックすると、非表示となります。 

 

さらに番号上で右クリックすると、編集不可となります。 

 

再度番号上で右クリックすると、表示に戻ります。 

 

 

ボタンタイプレイヤ制御  

レイヤ振り分けモード  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

衛⽣設備編 



 

 

 

. 
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1．汚水配管の作図 
 

 

 

配管の始点に４５度キャップを配置します。 

 

① [衛生]タブをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② [衛生配管]コマンドを実行します。 

③ コマンドプロパティの「主用途」から「[衛生]汚水排水」を選択します。 

④ 「配管用途」から「汚水１：硬質塩ビ管（ＤＶ）」を選択します。 

⑤ 「口径」を選択します。 

⑥ 「端部品」から「４５度キャップ」を選択します。 

⑦ 汚水配管の始点をクリックします。 

⑧ 終点をクリックします。 

⑨ 右クリックで確定します。 

 

 

 

 

 

  

② 

③ 
④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ ⑧ 

主経路の作図  

①

「toirekutai1.dcs」ファイルを開いて練習します 

××
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① 「口径」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 汚水配管の始点をクリックします。 

③ 主経路をクリックします。 

④ ①～③の操作を繰返して、残りの汚水配管を作図します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① ② 

③ 

枝経路の作図  

× 

× 
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① [エルボ]コマンドを実行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② コマンドプロパティの「主用途」から「[衛生]汚水排水」を選択します。 

③ 「配管用途」から「汚水１：硬質塩ビ管（ＤＶ）」を選択します。 

④ 配管の接続点をクリックします。 

  ※ 接続点をクリックすることで、口径は自動的に設定されます。 

⑤ 出口方向をクリックします。 

⑥ ④～⑤の操作を繰返して、残りの汚水配管のエルボを配置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 

⑤ 

① 

エルボの配置  

② 
③ 

× 

× 
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上向き：直管上でクリックします。 

 

 

下向き：直管の延長線上でクリックします。 

 

 

横向き：継手を向けたい方向でクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

エルボの向き 

××

××

× ×
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２．給水配管の作図 
 

 

 

① [衛生配管]コマンドを実行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② コマンドプロパティの「主用途」から「[衛生]上水給水」を選択します。 

③ 「配管用途」から「給水１：ＶＬＰ（ＶＡ）」を選択します。 

④ 「口径」を選択します。 

⑤ 給水配管の始点をクリックします。 

⑥ 通過点をクリックします。 

⑦ 終点をクリックします。 

⑧ 右クリックで確定します。 

 

  

① 

⑤ 

⑦ 

③ 
② 

主経路の作図  

④ 

⑥ 

×

× ×
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① 給水配管の始点をクリックします。 

② 主経路上をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

枝経路の作図  

① 

② 
× 

× 
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① [エルボ]コマンドを実行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② コマンドプロパティの「主用途」から「[衛生]上水給水」を選択します。 

③ 「配管用途」から「給水１：ＶＬＰ（ＶＡ）」を選択します。 

④ 配管の接続点をクリックします。 

  ※ 接続点をクリックすることで、口径は自動的に設定されます。 

⑤ 出口方向をクリックします。 

⑥ ④～⑤の操作を繰返して、残りの給水配管のエルボを配置します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

② 

⑤ 

④ 

③ 

① 

エルボの配置  

× 

× 
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管端記号が配置されている配管上でクリックすると、管端記号が削除されます。 

3．記号配置 
 

 

 

① [管端記号]コマンドを実行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 配管の接続点をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管端記号の配置  

① 

② 

② 

管端記号 

×
×



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

衛⽣設備編-配管作図 
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1．補助線の作図 
設備の作図の前に、機器や配管を配置しやすいように補助線を作図しておきます。 

 

 

 

① [衛生]タブをクリックします。 

 

 

 

 

② [補助平行線]コマンドを実行します。 

③ コマンドプロパティの「両端を指示」を「On」に設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 基準線をクリックします。 

⑤ 基準線からの距離をキー入力します。 

  ※ コマンドプロパティの「距離」に自動的に数値が入力されます。 

⑥ 配置方向（始点）をクリックします。 

⑦ 終点をクリックします。 

⑧ ④～⑦の操作を繰返して、残りの機器の補助線を作図します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

② 

⑤ 
③ 

⑥ 

⑦ 

④ ×

① 

×

×

機器（便器）の補助線の作図  

「toirekutai2.dcs」ファイルを開いて練習します 
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① 基準線をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 基準線からの距離をキー入力します。 

  ※ コマンドプロパティの「距離」に自動的に数値が入力されます。 

③ 配置方向（始点）をクリックします。 

④ 終点をクリックします。 

⑤ 右クリックします。 

  ※ 同じ方向に同じ距離で平行線が作図されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

① 

機器（洗面器）の補助線の作図  

③ 

④ 
× 

× 

×
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平行線、補助平行線コマンドを実行後、右クリックすると「連続」の動作となります。 

コマンドキャンセルする場合は、[ESC]キーを押すか、マウスホイールを押してください。 

⑥ 右クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

右クリック 
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① 基準線をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 基準線からの距離をキー入力します。 

  ※ コマンドプロパティの「距離」に自動的に数値が入力されます。 

③ 配置方向（始点）をクリックします。 

④ 終点をクリックします。 

⑤ ①～④の操作を繰返して、残りの汚水配管の補助線を作図します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

② 

① 

汚水配管の補助線の作図  

③ ④ 
××

×
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① 基準線をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 基準線からの距離をキー入力します。 

  ※ コマンドプロパティの「距離」に自動的に数値が入力されます。 

③ 配置方向（始点）をクリックします。 

④ 終点をクリックします。 

⑤ ①～④の操作を繰返して、残りの雑排水配管の補助線を作図します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

② 

雑排水配管の補助線の作図  

① 
×

×
④ ③ 
×
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① 基準線をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 基準線からの距離をキー入力します。 

  ※ コマンドプロパティの「距離」に自動的に数値が入力されます。 

③ 配置方向（始点）をクリックします。 

④ 終点をクリックします。 

⑤ ①～④の操作を繰返して、残りの給水配管の補助線を作図します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

② 

① 

③ 

④ 

×

×

×

給水配管の補助線の作図  
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２．機器の配置 
 

 

 

① [機器]コマンドを実行します。 

 

 

 

 

② 左上の欄から「一覧」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 左上の「プレビュー」を「一覧表示」に変更します。 

④ 左側の階層表示より 

  「03-衛生機器 TOTO」－「01-腰掛式便器」を選択します。 

⑤ 「CES9575FWR」を選択します。 

  ※ 型番をクリックすると、降順・昇順を切替えることができます。 

⑥ [OK]ボタンをクリックします。 

⑦ 「図形スタイル」から機器の色を選択します。 

⑧ 「配置」から「単独」を選択します。（壁面が原点となります。） 

⑨ 「原点を基準点とする」にチェックを入れます。 

⑩ 「高さ」に機器の高さをキー入力します。（機器の下面の高さとなります。） 

⑪ 「角度」をキー入力します。 

（または、キーボードの矢印キー（[←][→]）で機器の向きを合わせます。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

④ 

⑤ 

※ 

① 

③ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑥ 

腰掛け式便器の配置  

⑪ 

⑦ 
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コマンドプロパティの「配置」から「単独」を選択した場合は、「角度」へキー入力 

または、キーボードの矢印キー（[←][→]）で機器の角度を指示できます。 

 

「配置」から「単独＋マウス回転」を選択した場合は、機器の配置位置をクリック後、カーソルの回

転によって角度を指示できます。 

※ 回転方向でクリックする際は、下に図形が無い場所へカーソルを移動してクリックします。 

[機器]内に登録されていない機器を配置したい場合は、各メーカーのホームページから CAD データを

ダウンロードして、図面内に貼付けてください。 

⑫ 補助線と壁の交点をクリックして、腰掛け式便器を配置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑫ 

機器配置の注意点 

×

機器の角度 
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① [検索]ボタンをクリックします。 

② 左側の階層表示より 

  「03-衛生機器 TOTO」－「03-小便器」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 「UFH508CR」を選択します。 

④ [OK]ボタンをクリックします。 

⑤ 「高さ」に機器の高さをキー入力します。（機器の下面の高さとなります。） 

⑥ 「角度」をキー入力します。 

（または、キーボードの矢印キー（[←][→]）で機器の向きを合わせます。） 

⑦ 補助線と壁の交点をクリックして、小便器を配置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑦ ⑦ 

⑤ 

⑥ 

小便器の配置  

③ 

④ 

⑦ 
×

② 

① 

× × 
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型番を入力して、機器を検索します。 

 

① [検索]ボタンをクリックします。 

② 左上の欄から「検索」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 「型番・名称」に「L250C」とキー入力します。 

④ [検索開始]ボタンをクリックします。 

⑤ 「L250C+TLHG31DEF(壁排水)(750mm)」を選択します。 

⑥ [OK]ボタンをクリックします。 

⑦ 「高さ」に機器の高さをキー入力します。（機器の下面の高さとなります。） 

⑧ 「角度」をキー入力します。 

（または、キーボードの矢印キー（[←][→]）で機器の向きを合わせます。） 

⑨ 補助線と壁の交点をクリックして、洗面器を配置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑧ 

① 

⑦ 

⑤ 

② 

⑥ 

③ 
④ 

⑨ ⑨ ⑨ 

洗面器の配置  

× ××
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３．汚水配管の作図 
 

 

 

① [エルボ]-[立管]コマンドを実行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② コマンドプロパティの「主用途」から「[衛生]汚水排水」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 「配管用途」から「汚水５：耐火二層管」を選択します。 

④ 「口径」を選択します。 

⑤ 「高さ（始点）」に立管の上の高さをキー入力します。 

⑥ 「高さ（終点）」に立管の下の高さをキー入力します。 

⑦ 配置位置でクリックします。 

 

 
 

  

② 

⑤ 

① 

③ 

④ 

立管の作図  

⑥ 

⑦ 

× 
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配管の始点に COA を配置します。 

 

① [衛生配管]コマンドを実行します。 

 

 

 

 

② コマンドプロパティの「口径」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 「高さ」に配管の高さをキー入力します。 

④ 「端部品」から「COA」を選択します。 

⑤ 始点をクリックします。 

⑥ 立管の円周上をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 端部品（COA）の高さをキー入力します。 

⑧ [OK]ボタンをクリックします。 

  ⑧ 

④ 

⑥ 

主経路の作図  

⑦ 

⑤ 

③ 

×

×

② 

① 
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① 小便器の汚水配管の接続点をクリックします。 

  ※ 接続点をクリックすることで、口径と高さは自動的に設定されます。 

② 主経路上をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ①～②の操作を繰返して、残りの小便器からの汚水配管を作図します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

× 

× 

枝経路の作図  
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機器の接続点をクリックすると、機器の高さを自動的に読取ります。 

高さが違う配管に直接繋げる場合は、高さを認識できます。一度配管を振る場合は、高さが認識できな

いため、高さをキー入力で指示します。 

④ 腰掛け式便器の汚水配管の接続点をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ コマンドプロパティの「高さ」に配管の高さをキー入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 通過点をクリックします。 

⑦ 主計路上をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

機器と配管を繋げるときの注意点 

× 

× 

× 

⑤ 

⑥ 

④ 

⑦ 
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4．雑排水配管の作図 
 

 

 

配管の終点に COA を配置します。 

 

① [衛生配管]コマンドを実行します。 

 

 

 

 

② コマンドプロパティの「主用途」から「[衛生]雑排水」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 「配管用途」から「雑排水５：DVLP」を選択します。 

④ 「口径」を選択します。 

⑤ 「高さ」に配管の高さをキー入力します。 

⑥ 始点をクリックします。 

⑦ 終点をクリックします。 

⑧ コマンドプロパティの「端部品」から「COA」を選択します。 

⑨ 右クリックで確定します。 

⑩ 端部品（COA）の高さをキー入力します。 

 

 

 

 

⑪ [OK]ボタンをクリックします。 

 

  

④ 

⑦ 

① 

② 

×

⑩ 

⑪ 

③ 

×

⑤ 

⑥ 

⑧ 

主経路の作図  
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① 洗面器の雑排水配管の接続点をクリックします。 

  ※ 接続点をクリックすることで、口径と高さは自動的に設定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 通過点をクリックします。 

③ 主経路上をクリックします。 

④ ①～③の操作を繰返して、残りの雑排水配管を作図します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 

② 

③ 

② 

枝経路の作図  

× 

× × 

× 
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5．給水配管の作図 
 

 

 

① [エルボ]-[立管]コマンドを実行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② コマンドプロパティの「主用途」から「[衛生]上水給水」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 「配管用途」から「給水２：ＶＬＰ（ＶＢ）」を選択します。 

④ 「口径」を選択します。 

⑤ 「高さ（始点）」に立管の上の高さをキー入力します。 

⑥ 「高さ（終点）」に立管の下の高さをキー入力します。 

⑦ 配置位置でクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立管の作図  

① 

× 

② 
③ 

④ 

⑤ 
⑥ 

⑦ 
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① [衛生配管]コマンドを実行します。 

 

 

 

 

② コマンドプロパティの「口径」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 「高さ」に配管の高さをキー入力します。 

④ 立管の円周上をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 高さを変更する位置をクリックします。 

⑥ 「高さ」に配管の高さをキー入力します。 

⑦ 通過点をクリックします。 

⑧ 口径を変更する位置をクリックします。 

 

 

 

 

 

② 

③ 

⑧ 

① 

④ 

⑤ 

主経路の作図  

⑥ 

⑦ ⑩ 

×

×

×× × 
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⑨ 「口径」を選択します。 

⑩ 口径を変更する位置をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

⑪ 「口径」を選択します。 

⑫ 終点をクリックします。 

⑬ 右クリックで確定します。 

 

 

 

 

 

 

 

⑭ 「高さ」に配管の高さをキー入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑮ 始点をクリックします。 

⑯ 終点をクリックします。 

⑰ 右クリックで確定します。 

 

 

 

 

 

  

⑨ 

⑭ 

⑪ 

⑮ ⑯ 
××
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① 機器の給水配管の接続点をクリックします。 

  ※ 接続点をクリックすることで、口径と高さは自動的に設定されます。 

② 通過点をクリックします。 

③ 主経路上をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ ①～③の操作を繰返して、残りの機器からの給水配管を作図します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 

② 

枝経路の作図  

× 

× 

通過点の位置を正確に指示する場合は、配管を作図する前に補助平行線を作図しておきます。 

補助線 

× 

× 

③ 

② 
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① [設定]タブをクリックします。 

 

 

 

 

② [配管設定]コマンドを実行します。 

③ 「基本」タブ内の「継ぎ手部品を変更する」のチェックを入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ [OK]ボタンをクリックします。 

⑤ コマンドキャンセルの状態（[Esc]キーを押す）で、削除する経路をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ ミニツールバーの[削除]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

⑤ 

⑤ 

① 

② 

③ 

⑥ 

④ 

経路の削除  

× 

×
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[配管設定]内の「削除・配置時の部材変更条件設定」の「継ぎ手部品を変更する」にチェックが入っ

ている場合は、経路を削除すると継手が変更されます。（ティーズがエルボに変更されます。） 

チェックが入っていない場合は、経路を削除しても継手は変更されません。（ティーズがティーズの

まま変更されません。） 

経路を削除するときの注意点 
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立管にバルブを挿入します。 

 

① [衛生]タブをクリックします。 

 

 

 

 

② [立面追加]コマンドを実行します。 

③ 「表示面」の「正面」にチェックを入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 「躯体属性表示」のチェックを外します。 

⑤ [OK]ボタンをクリックします。 

⑥ 立管部分を囲むように選択します。 

⑦ 右クリックで確定します。 

⑧ [バルブ]コマンドを実行します。 

 

 

 

 

⑨ コマンドプロパティの「型番・部品名称」からバルブの種類を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 

③ 

② 

④ 

①  

バルブの配置  

×

×

⑤ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 
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⑩ 「高さ」にバルブを挿入する高さをキー入力します。 

※ 入力した高さに基準線が表示されます。 

⑪ 立面図で基準線と立管の中心線の交点をクリックします。 

※ 座標アシストの「交」が表示されない場合は「立面図（正面）」のタブをクリックします。 

※ 配管をクリックすることで、口径は自動的に設定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫ ハンドルの方向をクリックします。 

⑬ 「立面図（正面）」のタブにある「×」をクリックして、ウィンドウを閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

立面図（正面） 

×
⑪ 

※ 

× 
⑫ 

⑬ 

〇 



                                                                    衛⽣設備編-配管作図 

- 57 - 

 

６．記号配置 
 

 

 

① [管端記号]コマンドを実行します。 

 

 

 

 

② 配管の接続点をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

② 

② 

①

管端記号の配置  

× 

× 
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① [サイズ記号]コマンドを実行します。 

 

 

 

 

② コマンドプロパティの「サイズ記号表示順」を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 配管をクリックします。 

④ 配置位置をクリックします。 

⑤ ③～④の操作を繰返して、残りのサイズ記号を配置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 

④ 

② 

③ 

サイズ記号の配置  

×× 
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① [器具名]コマンドを実行します。 

 

 

 

 

② 器具名を配置する機器をクリックします。 

③ 右クリックで確定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 機器の個数をキー入力します。 

⑤ [OK]ボタンをクリックします。 

⑥ 「角度補正」を OFF に設定します。 

 

⑦ 配置位置をクリックします。 

 

 

⑧ ①～⑦の操作を繰返して、残りの器具名を配置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

⑤ 

④ 

⑦ 

器具名の配置  

⑥ 

×

× 
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コマンドキャンセルの状態で図形を選択すると■や▲のコントロールポイントが表示されます。 

■のコントロールポイントをクリックすると移動の操作が行えます。 

■が表示されている状態で[Ctrl]キーを押すと●が表示されます。 

●のコントロールポイントをクリックすると複写の操作が行えます。 

▲のコントロールポイントをクリックすると変形の操作が行えます。 

◎のコントロールポイントをクリックすると回転の操作が行えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

配置した器具名を移動する場合は、コマンドキャンセルの状態で枠をクリックして、真ん中に表示さ

れるコントロールポイントをクリックします。 

器具名の移動 

コントロールポイント 

ツールバーの「角度補正」が ON の場合、クリックした位置とは違う場所に器具名が配置される可能

性があります。 

配置位置をクリックする前に「角度補正」を OFF に設定しておきます。 

角度補正 



                                                                    衛⽣設備編-配管作図 

- 61 - 

 

７．集計 
 

 

 

材料集計の結果は、クリップボードにコピーされるので、『Excel』などに貼付けてご使用ください。 

 

① [ツール]タブをクリックします。 

 

 

 

 

② [材料集計]コマンドを実行します。 

③ 「表題」をキー入力します。 

④ 「集計種類」を選択します。 

⑤ 「集計部材」を選択します。 

⑥ 「集計方法」を選択します。 

⑦ 「集計結果の数値と単位を分割する」にチェックを入れます。 

⑧ [OK]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 材料集計する範囲を囲むように選択します。 

⑩ 右クリックで確定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪ [OK]ボタンをクリックします。 

⑫ Excel を起動し貼り付けます。 

 

  

⑧

⑤ 

⑥

⑦

③ 
④ 

② 

① 

⑨ 

⑪

材料の集計  

×

×
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衛⽣設備編-配管編集 
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1．口径変更 
 

 

 

① コマンドキャンセルの状態（[Esc]キーを押す）で、[Ctrl]キーを押しながら口径を変更する始めの配管

をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 口径を変更する終わりの配管をクリックします。 

③ ミニツールバーの「口径」から変更後の口径を選択します。 

④ 「レデューサの挿入」の「する」にチェックを入れます。 

⑤ [OK]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 枝管の口径をキー入力します。 

⑦ [OK]ボタンをクリックします。 

⑧ ⑥～⑦の操作を繰返して、枝管の口径を設定します。 

⑨ ピックキャンセル（[Esc]キーを押す）します。 

 

 

 

 

  

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

① ② 
×

配管の口径変更  

× 
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[Ctrl]キーを押しながら始点の部品と終点の部品をクリックすると、その間の連続した部品が選択状態

になります。 

また、配管やダクトの経路を１回クリックすると部品の単独選択、続けて２回クリックすると系統を

選択、３回クリックすると全系統を選択できます。 

⑩ ①～⑨の操作を繰返して、配管の口径を変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

連続選択 
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① コマンドキャンセルの状態（[Esc]キーを押す）で、位置を変更する継手をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② コントロールポイント（■）をクリックします。 

 

 

 

 

 

③ 移動先をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

③ 

継手の移動  

× 
× 

×



                                                                    衛⽣設備編-配管編集 

- 66 - 

 

④ ①～③の操作を繰返して、残りの継手の位置を変更します。 
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2．向き変更 
 

 

 

① [衛生]タブをクリックします。 

 

 

 

 

② [配管向き変更]コマンドを実行します。 

③ 向きを変更する継手をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

② 

③ 

① 

③ ③ 

継手の向き変更  

× ××
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① [配管向き変更]-[配管部品回転]コマンドを実行します。 

 

 

 

 

 

 

② 回転するバルブをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ [回転]ボタンをクリックして、回転します。 

 

 

 

 

④ [OK]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

① 

バルブの回転  

④ ③ 

×
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⑤ [隠線処理]コマンドを実行します。 

 

 

 

 

⑥ コマンドプロパティの「モード」から「自動隠線」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

⑦ 立管部分を囲むように選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 右クリックで確定します。 

 
 

  

⑤ 

⑥ 

× 

× 

⑦ 
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3．位置変更 
 

 

 

① コマンドキャンセルの状態（[Esc]キーを押す）で、位置を変更する配管をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② コントロールポイント（■）をクリックします。 

③ カーソルを移動方向に動かします。 

 

 

 

 

 

④ 移動距離（相対座標）をキー入力し、[Enter]キーを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

配管の位置変更  

② 

① 
× ×

×
③ 
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4．サイズ記号編集 
 

 

 

① [サイズ記号]コマンドを実行します。 

 

 

 

 

② コマンドプロパティの「サイズ記号表示順」を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 配管をクリックします。 

④ 配置位置をクリックします。 

⑤ ③～④の操作を繰返して、残りのサイズ記号を配置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

サイズ記号の配置  

① 

② 
③ ④ 

× ×
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① コマンドキャンセルの状態（[Esc]キーを押す）で、表示順を変更するサイズ記号をダブルクリック 

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 「サイズ記号」ダイアログの「表示順」を変更します。 

※ 表示しない場合はプルダウン一番下の空欄を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

③ [OK]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 
② 

① 

表示順の変更  

×
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④ ①～③の操作を繰返して、残りのサイズ記号を変更します。 
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衛⽣設備編-丸ダクト図 
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1．補助線の作図 
設備の作図の前に、機器とダクトを配置しやすいように補助線を作図しておきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

「dakutokutai.dcs」ファイルを開いて練習します 
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２．器具の配置 
 

 

 

① [ダクト]タブをクリックします。 

 

 

 

 

② [器具]コマンドを実行します。 

③ 左上の「プレビュー」を「一覧表示」に変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 左側の階層表示より「グリル・レジスター・ガラリ」を選択します。 

⑤ 「レジスター（VH-S）」を選択します。 

  ※ 型番をクリックすると、降順・昇順を切替えることができます。 

⑥ [OK]ボタンをクリックします。 

⑦ 「図形スタイル」から器具の色を選択します。 

⑧ 「サイズ」にレジスターの大きさをキー入力します。 

⑨ 「ボックスあり」にチェックを入れます。  

⑩ 「長さ」・「幅」・「高さ」にボックスの大きさをキー入力します。 

⑪ 「制気口⇔ボックス」に制気口とボックスの間隔をキー入力します。 

⑫ 「接続口」から「丸」を選択します。 

⑬ 「径」に接続するダクトの口径をキー入力します。 

⑭ 「高さ」に接続点の高さをキー入力します。 

⑮ 「配置」から「単独」を選択します。 

⑯ 「基準点」から「代表」を選択します。（器具の中心が基準点となります。） 

⑰ 「高さ」に器具の高さをキー入力します。（天井面の高さとなります。） 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 

⑥ 

① 

② 

④ 
※ 

⑯ 

⑩ 

⑰ 

⑧ 
⑨ 

⑪ ⑫ 
⑬ 

⑭ 
⑮ 

③ 

レジスターの配置  

⑦ 
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接続点には、  が表示されています。ダクトを接続する方向に   を向けます。 

「ダクト器具配置」ダイアログの[詳細]ボタンをクリックすると、

器具のサイズの詳細を確認できます。 

⑱ キーボードの矢印キー（[←][→]）で器具の向きを合わせます。 

⑲ 補助線の交点をクリックして、レジスターを配置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑲ 

⑲ 

⑲ 

⑲ 

⑲ 

器具の接続点 

器具のサイズ 

×

×
×

×

×
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３．ダクトの作図 
 

 

 

① [ダクト]コマンドを実行します。 

 

 

 

 

② コマンドプロパティの「ダクト用途」から「SA・丸ダクト」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 始点（器具の接続点）をクリックします。 

  ※ 接続点をクリックすることで、口径と高さは自動的に設定されます。 

④ 通過点をクリックします。 

⑤ 口径を変更する位置でクリックします。 

⑥ 「口径」にダクトの口径をキー入力します。 

⑦ 通過点をクリックします。 

⑧ 終点をクリックします。 

⑨ 右クリックで確定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

④ 

③ 

① 

⑧ 

④ 

⑥ 

④ 

主経路の作図  

⑤ 
⑦ 

⑦ 

⑦ 

× 

× 

× 

× 

× 
× 

× 

×

×
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⑩ ③～⑨の操作を繰返して、残りの丸ダクトを作図します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



                                                                    衛⽣設備編-丸ダクト図 

- 80 - 

 

 

 

 

① 始点（器具の接続点）をクリックします。 

  ※ 接続点をクリックすることで、口径と高さは自動的に設定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 通過点をクリックします。 

③ 主経路上をクリックします。 

④ 始点（器具の接続点）をクリックします。 

⑤ 主経路上をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ② 

枝経路の作図  

④ 
⑤ 

① ×

× 

× ×

× 
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⑥ ④～⑤の操作を繰返して、残りの枝経路を作図します。 
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4．記号配置 
 

 

 

① [管端記号]コマンドを実行します。 

 

 

 

 

② ダクトの接続点をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 

② ② 

管端記号の配置  

× ×
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① [器具名]コマンドを実行します。 

 

 

 

 

② レジスターをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 右クリックで確定します。 

④ 「行数」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 「２行目」・「３行目」に器具の詳細をキー入力します。 

⑥ [OK]ボタンをクリックします。 

⑦ 配置位置をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 

① 

器具名の配置  

④ 

② 

⑦ 

⑤ 

⑥ 

× 

× 
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⑧ ①～⑦の操作を繰返して、ボックスの器具名を配置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

躯体編 



 

 

 

. 
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１．PDF ファイルの読込み 
躯体図が PDF ファイルの場合は、そのまま読込むことができます。読込んだ結果によりその後の作業が異な

ります。 

そのまま図面上に機器などを配置し、作図することができます。 
 

 

 

 

① [ファイル]-[開く…]コマンドを実行します。 

②  左側の階層表示より、ファイルを保存してあるフォルダを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ファイル名を選択します。 

④ [開く]ボタンをクリックします。 

※ 下記ダイアログが表示された場合は、図形として貼付けられます。 

 

 

 

 

 

 

⑤ PDF ファイルの用紙サイズを選択します。 

⑥ 用紙の方向を選択します。 

⑦ 図面のスケールを設定します。 

⑧ 複数ページの PDF ファイルの場合は、読込むページ番号を設定します。 

⑨ [OK]ボタンをクリックします。 

⑩ [いいえ]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑤ ⑥ 

⑧ 

① 

③ 

⑦ 

⑩ 

⑨ 

② 

④ 

PDF ファイルの読込み  
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読込んだ PDF データの寸法値と実際の長さが違う場合は、図形拡大を行います。 

 

① [基本作図]タブをクリックします。 

 

 

 

 

 

② [２点間距離]コマンドを実行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 距離を確認する始点をクリックします。 

④ 終点をクリックします。 

⑤ 距離を確認し、[OK]ボタンをクリックします。 

⑥ コマンドキャンセルします。 

⑦ [伸縮]-[図形拡大・縮小（スケール合わせ）]コマンドを実行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 

⑤ 

③ 

図形拡大  

⑦ 

② 
① 

××
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⑧ 読込んだデータを囲むように選択します。 

⑨ 右クリックで確定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ 拡大（縮小）の基点となる位置をクリックします。 

⑪ 「距離で拡大率を自動計算」にチェックを入れます。 

⑫ 「拡大前距離」に④で確認した距離をキー入力します。 

※ 確認した距離を忘れてしまった場合は、[距離参照]ボタンを 

クリックし、寸法を確認した始点と終点をクリックします。 

自動的に「拡大前距離」に数値が入ります。 

⑬ 「拡大後距離」に実際の距離をキー入力します。 

⑭ [OK]ボタンをクリックします。 

 

 

  

⑬ 

⑭ 

⑫ 

⑧ 

⑩ 
× 

×

× 

⑪ ※ 
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① [ファイル]-[開く…]コマンドを実行します。 

②  左側の階層表示より、ファイルを保存してあるフォルダを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ファイル名を選択します。 

④ [開く]ボタンをクリックします。 

※ 下記ダイアログが表示された場合は、画像データとして貼付けられます。 

⑤ 貼付けるシートとレイヤを選択します。 

⑥ [OK]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

⑦ [いいえ]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑦ 

④ 

① 

⑥ 

② 

⑤ 

PDF ファイルの貼付け  

③ 
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貼付けた画像データが青焼きの場合は、青焼き補正を行います。 

 

① [画像ツール]タブをクリックします。 

 

 

 

 

 

② [青焼き補正]コマンドを実行します。 

③ 補正する画像をクリックします。 

④ 右クリックで確定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

青焼き補正  

×

② 

③ 

① 
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貼付けた画像データの寸法値と実際の長さが違う場合は、距離補正を行います。 

 

① [画像補正]コマンドを実行します。 

 

 

 

 

 

② コマンドプロパティの「傾き補正」を「Off」に設定します。 

③ 「距離補正」を「On」に設定します。 

④ 「補正後距離」に実際の距離をキー入力します。 

 

 

⑤ 補正する画像をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 補正する始点をクリックします。 

⑦ 終点をクリックします。 

 

 

  

⑤ 

① 

⑥ 

② 

③ 
④ 

⑦ 

距離補正  

×

× × 
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2．建築躯体の配置 
読込んだ建築躯体図を元にトレースして柱や壁、開口を配置します。 

 

 

 

 

① [建築躯体]タブをクリックします。 

 

 

 

 

 

② [柱]コマンドを実行します。 

③ コマンドプロパティの「モード」から「矩形指定」を選択します。 

④ 柱の角をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 対角の柱の角をクリックします。 

⑥ ④～⑤の操作を繰返して、残りの柱を配置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 

④ 

柱の配置  

①

③ 

② 

× 
× 

×
×

× 

× 

× 

× 
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③ 

元となる建築躯体図が CAD データの場合は、柱の角をアシスト機能の「交点」で指示しますが、交点

が指示できない場合は、「仮想交点」を指示します。 

① 柱の角をクリックします。 

② 柱の線上にカーソルを移動し、右クリックして「仮想交点」を選択します。 

③ もう一方の柱の線をクリックして、延長して交わる点を指示します。 

② 

仮想交点 

× 

× 

×
① 

画像ロック 

② 

① 

画像データ上に配置した図形を選択しようとした際に、画像を選択してしまわないようにロックを使用

します。 

① [画像ツール]タブをクリックします。 

 

 

 

 

 

② [画像ロック]にチェックを入れます。 
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① [壁]コマンドを実行します。 

 

 

 

 

 

② コマンドプロパティの「モード」から「矩形指定」を選択します。 

③ 壁の角をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 対角の壁の角をクリックします。 

⑤ ③～④の操作を繰返して、残りの壁を配置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

③ 

② 

④ 

① 

壁の配置  

× 

× 

×× 
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柱や壁、梁の交差している部分に包絡処理を行います。 

 

① [包絡処理]コマンドを実行します。 

 

 

 

 

 

② 躯体全体を囲むように選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 右クリックで確定します。 

 

 

 

 

 

  

① 

② 

包絡処理  

× 

×
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① [開口]-[片開き]コマンドを実行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② コマンドプロパティの「配置方法」から「トレース」を選択します。 

③ 開口部の配置位置をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 配置方向となる対角の位置をクリックします。 

⑤ 開き方向をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

③ 

④ 

⑤ 

① 

開口部の配置  

× 

× 

×
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⑥ [開口]-[親子扉]コマンドを実行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 「配置方法」から「トレース」を選択します。 

⑧ 開口部の配置位置をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 配置方向となる対角の位置をクリックします。 

⑩ 親扉と子扉の境界をクリックします。 

⑪ 開き方向をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 

⑩ 

⑥ 

× 

⑧ 

⑦ 

×
×

× 

⑪ 
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